
事業費と職員数の推移

■事業費の推移
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単位：億円
年度 年度

現在の庁舎（平成22年）

内務省名古屋土木出張所「土岐川砂防工場」が多治見町に、「中津川砂防工場」
が中津町にそれぞれ開設され、土岐川流域および中津川流域の砂防工事が直
営工事により着手される。
「土岐川砂防工場」が「多治見砂防工事事務所」となり「中津川砂防工場」が管下
に入る。
事務所を多治見市昭和町に移動する。
「多治見砂防工事事務所」が、建設省中部地方建設局「多治見工事事務所」と改
称される。
事務所の庁舎新築工事が完成する。（木造平屋建瓦ぶき）
「中津川砂防工場」が「中津川出張所」と改称される。
事務所に課制が設けられ「庶務課」と「工務課」を設置、あわせて「妻木出張所」
が設置される。
「瑞浪出張所」が設置され、国道19号の改築工事が直営工事により着手される。
事務所が多治見市坂上町に移転する。
「土岐出張所」「落合出張所」が設置され、事務所管内の国道19号の本格的改築
が始められる。
国道21号の改築工事が直営工事により着手される。
「瑞浪出張所」が「武並出張所」と改称される。
「用地課」が設置される。事務所に「多治見高速道路調査事務所」が併設される。
「用地課」が廃止される。
「武並出張所」が廃止され、「瑞浪国道維持出張所」が設置される。
「砂防課」が設置される。
「多治見高速道路調査事務所」が廃止される。
「落合出張所」が廃止され、「用地課」が設置される。
「土岐出張所」が廃止され、「恵那出張所」が設置される。
「副所長（技術）」が設置される。
事務所の庁舎新築工事が完成する。
「恵那出張所」が廃止され、「土岐出張所」が設置される。
「調査課」が設置される。
「副所長（事務）」が設置される。
「砂防課」が廃止され、「工務第一課」と「砂防調査課」が設置される。
「工務課」が「工務第二課」に、「調査課」が「調査設計課」にそれぞれ改称される。
木曽南部の砂防事業が直轄として着手される。
「庶務課」が分れ、「庶務課」と新たに「経理課」が設置される。
「上松出張所」が新設される。
「妻木出張所」が土岐市妻木町万場（現在地）に移転する。
「工務第二課」が分れ、「工務第二課」と新たに「道路管理課」が設置される。
「土岐出張所」が土岐市泉大島町に移転する。
「上松出張所」が木曽郡上松町栄町に移転する。
「庶務課」が「総務課」に改称される。
「中津川出張所」が中津川市かやの木に新築される。
「用地課」が廃止され、「用地第一課」と「用地第二課」が設置される。
「副所長（技術）」が設置される。
国土交通省中部地方整備局多治見工事事務所に改称される。
国土交通省中部地方整備局多治見砂防国道事務所に改称される。
長野県山口村が岐阜県中津川市と合併したことにより、L=8.996㎞が飯田国道
事務所から多治見砂防国道事務所の管理となる。
事務所が多治見市小田町（現在地）に移転する。
「土岐出張所」が廃止される。
「調査設計課」が「計画課」に改称される。
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※多治見砂防国道事務所80周年記念誌編集委員会調べ
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砂防関係事業費 道路関係事業費

道路関係事業費は昭和41年度以降、維持修繕費除く。
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単位：人

■職員数の推移

   職員数

昭和20・23・24年度は
不明のため記載なし。

事務所沿革
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〒507-0023 岐阜県多治見市小田町4-8-6　TEL.0572-25-8020（代）　

一般国道19号・21号維持管理・改築

〒509-6108 瑞浪市益見町2-99

事務所・出張所一覧汎用

49

事務所・出張所一覧

赤沢渓谷（上松町）

桃介橋（南木曽町）

恵那峡（恵那市）

阿寺渓谷（大桑村）

馬籠宿（中津川市）

委　員　長 綱川　浩章
副委員長 遠山　善紀 松山　直人 後藤　　明
委　　員 伊藤　正人 前田　慶子 風岡　　清

猪原　　壯 市川　東大 島崎　玲一
岩田　成人 柴田　康晴 有澤　俊治
山田　俊男 三輪　勝弘 北村　篤泰
澤田　宗也 安井江吏子 柴山加奈子

多治見砂防国道事務所
80周年記念誌編集委員会

委 員 長 綱川　浩章






